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【学⏕フォーラム】 

 

ኚ㑄する௦と産┤の今ᚋ 

愛知産業大学 経Ⴀ学㒊 ⥲ྜ経Ⴀ学⛉ ᒣ本ඃ┿ 

 

要 旨 

 地域産業がᢪえる課題について╔目し、そのゎỴ⟇として㎰産≀┤ᡤにおける定ᮇ開ദの

㣧㣗ᗑをฟᗑする。 

 

１． 地域産業活性について 

 地域産業の୰でもとりわけ、JAがႠࡴ㎰産≀┤ᡤの課題ゎỴをするためのࣉランとなって

いる。その課題をゎỴすることで目指す理のጼとしては、ࢼࣟࢥ⚝で୰Ṇになっていた産┤

でのヨ㣗の再開とከくの㔝⳯についてᾘ㈝⪅にㄆ知してもらい、⏕産⪅とᾘ㈝⪅のつながりを

作ることࡔ。 

 

（１） ㎰産≀┤ᡤがᢪえる課題 

 ㄆ知度のపい㔝⳯がれṧりがちなこと。ヨ㣗によりከくの㔝⳯を知ってもらうᶵ会が減っ

てしまったこと。⏕産⪅とᾘ㈝⪅の㊥㞳が㏆いという産┤のᙉみが⏕かࡏていないということ。

これらはに᪂型࢘ࢼࣟࢥルࢫのὶ行ࡸ日本で᫇からぶしまれる㔝⳯のようなものではなか

ったり、⏕産⪅にᐻ㯲な方がከい➼と┦㛵㛵ಀがあると考えられる。 

 

㹟） ฟᗑするᗑ⯒のヲ⣽ 

 れṧり㔝⳯ࡸㄆ知度のపい㔝⳯をった࣓ࣗࢽー考をし、一口分のヨ㣗の提౪をする。

市内の産┤で同ᵝの࣋ンࢺを行い、㐌一ᅇで開ദする。り上ࡆのᣑ大で࢟ッࢳンカーな

による商ᅪ⠊ᅖのᣑ大もど㔝にධれる。また、࣓ࣗࢽー考についてはᾘ㈝⪅なからもン

ンを㇏ᐩにする。また、⏕産⪅とᾘ㈝⪅のふれあいの場としてのࣙࢩー࢚ࣜࣂをとってࢺーࢣ

ᙺもあり、味わった㔝⳯を作った⏕産⪅本人にឤをఏえたりできるようなᶵ会でもあると

いうᑟ⥺をᣢつ。 

JAのⓙᵝࡸ、⏕産⪅の方ࠎ、産┤のᚑ業ဨの方ࠎの༠力のもと、業内࣋ンࣕࢳーのようなᙧ

で開ጞし、クラ࢘ドフンディングなで資㔠調㐩をすることもど㔝にධれる。 

 

㹠） ⏕かす、ṧすᙉみ 

 れṧり㔝⳯をうとはいっても産┤のᙉみである᪂㩭さをᦆなわない⠊ᅖを㑂Ᏺし、⏕産

⪅の㢦ྡࡸ前がわかるような㈍ಁを用ពし、⏕産⪅それࡒれがブランドとして愛されるように

する。 

 

㹡） ⏕産⪅とᾘ㈝⪅について 

 ㍍ࢺラ市なで㛵ಀ性ᵓ⠏がᅗられたこともあったが、ᾘ㈝⪅へ㛵りに自発的に行動してい

る⏕産⪅は限られており、⏕産⪅のບみになるようなឤをᾘ㈝⪅からఏえていくのが最ၿな

ため、㣧㣗࣋ンࢺはそのためのᶵ会となる。 

 

SDG㹱 to convey to children 

Nozomi Sago ,Rion Nagura ,Ami Takenaka     Aichi Gakusen college 
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味・㛵ᚰがもてる㐟ࡧを通して行うことがぶれないように行った。「こもまつり」で実施し

た 15の㐟ࡧは⾲ 1の通りである。 

⾲ 1 「こもまつり」㐟ࡧの内ᐜ 

⏬⏬  SSDDGG㹱㹱のの目目ᶆᶆ  ああそそࡧࡧのの内内ᐜᐜ  

あそ１ࡧ 目ᶆ㸴 ᏳなỈとࣞࢺを世界୰に きれいなおỈをうとうなるのかな㸽 

あそ２ࡧ 目ᶆ 10 人ࡸ国のᖹ➼をなくそう ࣄーࣟーになࢁう 

あそࡧ㸱 目ᶆ㸱 すての人にᗣと⚟♴を ࢟ࣂンをࡸっつけてワクࢳンをᒆけよう 

あそࡧ㸲 目ᶆ 15 㝣の㇏かさをᏲࢁう ᳃をきれいにして動≀たちを➗㢦にしよう 

あそࡧ㸳 目ᶆ 12 つくる㈐௵つかう㈐௵ 分別してを作ࢁう㸟 

あそࡧ㸴 目ᶆ㸲 ㉁の高い教育をみࢇなに よりⰋい教育でክをྔえよう㸟 

あそࡧ㸵 目ᶆ 13 Ẽೃኚ動にලయ的なᑐ⟇を ṧさࡎ㣗て動≀たちを助けよう㸟 

あそࡧ㸶 目ᶆ２ 㣚㣹をࣟࢮに ࢟ラ࢟ラࢥックさࢇ 

あそࡧ㸷 目ᶆ㸶 ാきがいも経済成㛗も はたらくってఱࢁࡔう㸽 

ゝⴥ１ 目ᶆ㸳 ࢙ࢪンࢲーᖹ➼を実現しよう ዲきなものはዲき㸟を大ษにしよう 

ゝⴥ２ 目ᶆ 11 ఫみ⥆けられるまちづくりを ࢞ッくࢇのまちの⛅⚍り 

ゝⴥ㸱 目ᶆ１ ㈋ᅔをなくそう 㣗≀を大ษにしようṧさないで㣗よう 

㐀ᙧ１ 目ᶆ  作りをしようࢫラカ࣐ で目ᶆを㐩成しようࣉッࢩーࢼࢺーࣃ 17

㐀ᙧ２ 目ᶆ 16 ᖹとබṇをすての人に 世界にࡦとつࡔけの⭎㣭りを作ࢁう 

㐀ᙧ㸱 目ᶆ 14 ᾏの㇏かさをᏲࢁう ᾏがきれいってẼᣢちいい㸟 

 

5.まとめ 

⚾たちは「こもまつり」という࣋ンࢺを通して実㊶したが、SDGsは日ᖖ⏕活の୰でのព

㆑のᣢち方ࡸ行動することが㔜要ࡔと考える。⚾たちは、㸲᭶から保育⪅として人᱁ᙧ成の基

♏をᇵうᮇの子もに㛵わっていく。保育⪅が SDGsの考え方をもち、子ものモデルとして

行動することで、子もが SDG㹱を㌟㏆にឤじたり、⯆味・㛵ᚰをもったりするようになるの

もが、当たり前のように「地⌫は自分たちでᏲる」というព㆑をもてるようにとᛮう。子ࡔ

保育をしていきたいと考えるが、学ᰯ教育にẚまࡔまࡔ保育実㊶においてはᶍ⣴୰である。 

今ᚋከくのᗂඣ教育の現場で、㐟ࡧを通した SDGsを実㊶してもらえるよう発ಙしていくこと

が課題であると考える。 

 

ཧ考ᩥ⊩ 

ᩥ㒊⛉学┬࿌示➨ 62 .ྕᗂ⛶ᅬ教育要㡿㸺ᖹ成 29年࿌示㸼.フࣞー࣋ル㤋.2017 

ཌ⏕ປാ┬࿌示➨ 117 .ྕ保育ᡤ保育指針㸺ᖹ成 29年࿌示㸼. ࣞー࣋ル㤋.2017 

⛅ᒣᏹḟ㑻┘ಟ࢘ࣂンドⴭ.こも SDG㹱.ᰴᘧ会♫カンࢮン.2020 
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（２） 㣧㣗ᗑの㐠Ⴀについて 

 商品、ධ(ὶ通)、価᱁、㢳ᐈについて定する 

 

a) 商品について 

⳯⣔の一品ものを 2、3個。㣧み≀はΎᾴ㣧ᩱỈを用ពする。వ品を用する。࣓ ࣗࢽ

ーはᾘ㈝⪅ࡸ⫋ဨから㞟める。そしてࣞࣆࢩを㞟⣙し、వ品で作れそうなものをࣆック

 ーンのᙅⅬ࢙ࢳラࣉࢧする。ここでవ品の用に際したᅾᗜᏳ定というࣉッ

を࣓ࣗࢽーのከさでᑐᛂしていく。 

 

㹠）ධについて 

  前日వった㣗材を㉎ධする。వった㣗材を⏕産⪅の方にはᣢちᡠらࡎに㈙い取らࡏていた

 うしても㊊りない素材があるときは場で㉎ධするく。その上でࡔ

 

㹡）価᱁について 

  ワンࢥンでᡭ㍍なものにする。なるくẖᅇの࣋ンࢺで価᱁ᖜがないようにする。 

 

㹢）㢳ᐈについて 

  岡崎のྛᡤにある JAのᗑ⯒の࿘㎶にఫࢇでいる人(ᐙ᪘㐃れ、高齢⪅)を定し、ほගᐈな

 もど㔝にධれる

 

（㸱）ࣜࢫクについて 

  వ品の品㉁⟶理が㞴しいことࣉࢧࡸラ࢙ࢳーンがᏳ定であること、産┤の商ᅪから

かなり㞳れている⠊ᅖの₯ᅾ的㢳ᐈの取ᚓが㞴しいこと。品㉁ぢᴟめ、日᭰わりで࢚ࣜࣂーࢩ

ࣙンの㇏ᐩさでᑐᛂし、࢟ッࢳンカーの用で₯ᅾ的㢳ᐈの⋓ᚓもど㔝にධれる。 

 

ཧ考ᩥ⊩ 

・JA藤ᕝより提౪していたࡔいたྛ᭶ࡈとのྛ✀㔝⳯の上ラン࢟ング（１年分） 

 

ㅰ㎡ 

 実現に際して、㞴しい㒊分はいくつかあるが、ᅵྎをしっかりと作って、┈を上ࡆられる

ようなࢸࢫࢩムづくりをできるようなとして地域産業の活性に༠力できればとᛮう。 
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